
ジンベエザメ　日本周辺
（Whale Shark, Rhincodon typus）

最近の動き

2013 年 5 月の IOTC 年次会合において、ジンベエザメを
視認した際の付近でのまき網操業の禁止措置が採択された。
また、まき網漁具にまかれたジンベエザメを安全に放流する
ためのガイドラインが検討されている。

利用・用途

鰭はフカヒレスープの原料に、肉は食用になるが、日本で
はほとんど利用されない。まき網、竿釣り漁業のさめ付き操
業の指標となっている。近年、定置網で混獲された個体が、
いくつかの水族館で飼育・展示が行われるようになってきた。

漁業の概要

我が国では本種を対象とした漁業はない。定置網への迷入
は相当数あると思われるが、水族館による需要も限定的であ
り、放流または廃棄されるのが普通である。市場に水揚げさ
れる例はほとんどない。定置網への迷入は、主に沖縄本島か
ら九州、四国太平洋沿岸で発生している（内田 1995）。

生物学的特性

【分布】
ジンベエザメは、全世界の熱帯海域及び温帯海域の沿岸か

ら外洋まで分布する。概ね赤道を中心に南緯 35 度から北緯
30 度の帯内に分布し、暖流の存在によってはさらに高緯度
にも出現する（図 1）。夏季の太平洋の北海道沖（北緯 43 度）
や大西洋のニューイングランド沖（北緯 42 度）における出
現がその例である。適水温帯や餌料生物の状況によって移動
するが（岩崎 1970、Clark 1992）、回遊生態や生息深度な
どはよくわかっていない。近年、衛星追跡による本種の回遊
経路の解明が試みられ、北米バハ・カリフォルニア沖で放流
された個体が 37 か月後に西部太平洋赤道域まで移動したこ
とが確認された（Eckert and Stewart 2001）。

本種の系群構造について DNA マイクロサテライトを用い
た研究から、大西洋に分布する系群と太平洋及びインド洋に
分布する系群は別系群とされた（Vignaud et al . 2014）。太
平洋、インド洋、大西洋における系群構造は不明である。

太平洋では長期にわたる東西方向の移動が知られている。

【産卵・回遊】
本種の繁殖生態は長い間謎であった。1995 年に台湾で体

長 11 m の雌の妊娠個体が漁獲され、両子宮内で 300 個体
の胎仔と卵殻が確認された（Joung et al . 1996）。この胎仔（体
長約 60 cm）のうち 1 尾は日本の水族館で 143 日間生存し
た。これにより、本種は卵胎生であることが明らかになった。
本種の小型個体に関する報告は世界に 9 例あり、いずれも
体長 55 ～ 93 cm である事から、出生時の体長はこの範囲
にあると推察されるものの特定されていない（Joung et al . 
1996）。

【成長・成熟】
本種は世界最大の魚類と言われている。本種の最大体長

として 13.7 m がよく用いられるが、その後の正確な計測で
12.1 m であることが報告された。また、最大体長を 17 ～
18 m あるいは 21.4 m とする説もある（Compagno 2001）。
飼育下の本種の年間成長（体長の伸び）は、搬入時に全長 3.65 
m の個体（飼育期間 5 年 7 か月間）では 29.5 cm、搬入時
に全長 4.4 m の個体（飼育期間 1 年 9 か月間）では 46 cm、

図 1. 日本周辺と世界におけるジンベエザメの分布
（内田 1995、Last and Stevens 1994）

ジンベエザメ（Last and Stevens 1994）
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搬入時に全長 4.1 m の個体（4 年 4 か月の飼育）では 45.5 
cm であった。年間成長が 29.5 cm の個体は飼育期間の後半
に体調不良が長く続いたため、年平均成長率が低くなったと
推定される。これらのことから、全長 3 ～ 6 m くらいの若
齢個体では、少なくとも年間 45 cm 程度成長すると推定さ
れる（内田 1995）。

【食性】
ジンベエザメは主にプランクトンを捕食する（この他のプ

ランクトン食性の大型板鰓類はウバザメ、メガマウス、オニ
イトマキエイなど）。大きな口を開けて遊泳し、コペポーダ
などの甲殻類のほかに、イワシ、カタクチイワシ、サバ、小
さなまぐろ類、ビンナガ、イカなども捕食する（Compagno 
2001）。

資源状態

定置網への迷入は、沖縄本島の定置網で 1979 ～ 1994 年
の 16 年間に 78 尾が報告されている。年平均 4.9 尾であり、
季節は 3 ～ 9 月であるが夏が多い。四国太平洋岸では 1989
～ 1993 年の 5 年間で 25 尾が報告されている。本海域でも
年平均 5 尾であり、6 ～ 7 月に最も多く報告されている（内
田 1995）。

1970 ～ 2013 年までの文献情報等から収集したジンベエ
ザメの日本周辺での出現記録を表 1 に示す。ジンベエザメ
は毎年数尾～ 20 尾程度の定置網等への迷入が確認されてお
り、日本周辺海域には毎年一定程度のジンベエザメが来遊し
てくると考えられる。

管理方策

2012 年 12 月 の WCPFC 年 次 会 合 及 び 2013 年 5 月 の
IOTC 年次会合において、ジンベエザメを視認した際の付近
でのまき網操業を禁止する措置（2014 年 1 月 1 日より）が
採択された。なお、ジンベエザメは絶滅の危機にあるとし
て、2000 年のワシントン条約（CITES）第 11 回締約国会
議において米国から附属書 II への掲載が提案されたが否決
され、2002 年の第 12 回締約国会議ではインド、フィリピン、
マダガスカル共同の附属書 II 掲載が提案され、採決の結果、
可決された。このことから、ジンベエザメの魚体、鰭などを
含む一切の派生物を国際取引する際は、輸出国による輸出許
可書の発給が必要となり、また、公海域で採取し自国に持ち
帰る行為についても証明書の発給が義務付けられる（海から
の持ち込み）。しかしながら、我が国は、ジンベエザメの附
属書Ⅱへの掲載に関して留保を付しており、締約国に輸出す
る場合には輸出許可書が必要となるものの、海からの持ち込
みについての証明書の発給は不要となっている。
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注：ジンベエザメとジンベイザメの表記は原文のままとした。
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